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についての問題点をKJ法を用いて抽出した。【結果】
意見は、「態度」「口調」「言葉遣い」「身だしなみ」
の4つのカテゴリと、8つのサブカテゴリに抽出さ
れた。問題点としては、「声が小さい」「異性へのプ
ライバシーを考慮して欲しい」「緊張が伝わってく
る」などの意見が多く抽出された。良かった点とし
ては、「優しい雰囲気」「優しい口調」など「優しい」
という表現が目立った。【考察】今回のアンケート
の自由記載欄に書かれた内容は、学生の態度・身だ
しなみに関するものが殆どであり、この事からも一
般市民の医師・医学生に対する態度・身だしなみに
対して強い関心を寄せていることがわかった。平成
19年度及び20年度の東医祭内科模擬健診では、態
度領域だけに特化した事前準備は行わなかった為、
各自の態度・身だしなみに差が生じてしまったと考
えられる。今回の結果は「知っている」と「できる」
の違いを強く私達に感じさせられる結果であり、今
後本学のカリキュラムの中にも積極的にコミュニ
ケーションやプロフェッショナリズムの教育を行う
時間を確保することが望まれる。【結語】　一般市民
が求める医師像に応えていく為にも、カリキュラム
の中に態度領域の教育を行う時間を確保する必要が
ある。
は同院ライフサポートコース運営に携わる医師、看
護師が行なった。医学部1年生106名中を対象に行
ない、7月までに受講した101名（95．30／。）の試験
と質問紙調査結果を分析した。
【結果】　試験：結果は筆記（100点満点）平均90．9±
7．26点、実技（40点満点）平均36±3．26点で、筆
記3人、実技2人が合格基準（80％）を満たさず再
試験となったが、その後全員合格した。93％が
AEDを知っていたが、受講経験は41％にとどまっ
た。96％が意義あると考え、93％が普及は重要だ
と考えていた。受講後に自信を持って必ずできる、
やろうと思えばできると答えたのは、応援要請
100％、反応確認98％、胸骨圧迫97．9％、AED使用
96．9％の順で多かった。また、先輩学生による指導
は親しみやすく、医学生としての自覚や学習意欲が
向上したとの意見が多く聞かれた。
【考察】　入学前の受講経験は少なく早い時期に講習
を行なう有用性が示唆された。蘇生のエッセンスを
自信を持ってできるようになったと自覚できた他、
多くが普及の必要性を理解でき、さらに、医学生と
しての自覚や学習意欲が向上したという副次効果も
あり、本講習は意義があり、継続の必要性が示唆さ
れた。
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【背景・目的】　近年、一般市民によるAED使用例
は増加傾向にあり、心原性心停止例でAED使用例
の生存率は42．5％と高く、医学部学生なら使用で
きることが期待される。入学直後のモチベーション
の高いと思われる時期に、医学生による心肺蘇生法
講習を行ない、その効果を検証した。
【対象・方法】　医学部、看護学校学生有志で任意の
心肺蘇生法普及団体を設立し、そのメンバーが東京
医科大学病院のCPR＋AEDプロバイダーコース、イ
ンストラクターコースを受講した後、同プロバイ
ダーコースに準拠して講習を行なった。講習の管理
（大学院三年・健康増進スポーツ医学）
　○大澤　拓也
（健康増進スポーツ医学）
　　木目良太郎、藤岡　正子、高木　　俊
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【目的】　本研究では自転車運動負荷試験中における
大腿筋群脱酸素化の不均一性について、解剖学的、
組織学的に異なる様々な大腿筋の酸素飽和度の変化
より検討した。【方法】健康な成人男性12か日24
±3歳）を対象に、ランプ負荷法による自転車運動
負荷試験を疲労困懲に至るまで実施した。試験：中、
ブレスバイブレス法により呼気ガス解析を行い、換
気性作業閾値（VT）、最高酸素摂取量（▽02p，ak）を
算出した。近赤外空間分解分光法を用いて、外側広
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筋、大腿直筋、内側広筋、大腿二頭筋の酸素飽和度
を連続的に測定した。同時に表面筋電図法より各筋
電図を測定した。【結果と考察】　本被験：者の▽02p，、k
は53．2±9．2ml・kg－1・Min”iであった。試験中、酸素
摂取量はほぼ直線的に増加した。各筋電図は非直線
的に増加を続けたが、それぞれの変化は異なってい
た。運動強度の増加に伴い、外側広筋や内側広筋の
酸素飽和度は減少したが、VO2p，、kに達する前にそ
の減少率は小さくなった。大腿直筋では運動開始よ
りVT付近まで大きな変化を示さなかったが、その
後▽02pea」、に達するまで脱酸素化が大きく充冠した。
VTからVO2p，、kまでの脱酸素化率は大腿直筋が最大
であった。大腿直筋は外側広筋や内側広筋と比較し
速筋線維の割合が高いため、VT以降の高強度にお
いて大腿直筋の脱酸素化の充進が大きかったと考え
られる。大腿二頭筋の酸素飽和度は低強度では変化
しなかったが、高強度では大きく減少した。大腿筋
群脱酸素化の変動係数（ばらつきの程度）は低強度
よりもVTやVO2p。、kの方が有意に大きくなった。【結
論】　漸増負荷自転車運動中、大腿部の各筋におけ
る脱酸素化はそれぞれ異なる動態を示すことが明ら
かになった。このことから運動強度の増加に伴い、
組織学的、解剖学的に異なる各筋の相対的な貢献度
が変化している可能性が示唆された。
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【目的】　今回我々はTKA術前後のCT、　X線計測
を行い、大腿骨componentの回旋設置角度とpatella
trackingの関連について検討した。【対象および方法】
対象は2007年以降Duracon　total　knee　system　CR　type
を用いてTKAを施行し6ヶ月以上経過観察可能で
あったOA患者54膝（女性44膝、男性10膝）、平
均年齢72．5歳である。全例大腿骨後穎軸に対し外
旋3。で骨切りを行った。術前後CTにおいて、　pos－
terior　condylar　lineとsurgical　epicondylar　lineとのな
す角をposterior　condylar　angle（PCA）、　clinical　con－
dylar　lineとのなす角をcondylar　twist　axis（CTA）とし、
術後のX線（sky　vjew：30。、60。、90Q）における
patella　tiltとの相関およびpatella　tiltと術後可動域と
の関係を調査した。【結果】　大腿骨外旋骨切り角度
は平均3．55。±2．220であった。術後CTAおよび
PCAが増大するとpatella　tiltも大きくなる傾向を認
め、術後CTAに比べ術後PCAでpatella　tiltとの相
関が強い傾向にあった。術後patella　tiltと術後の膝
屈曲角度、改善角度に有意な相関関係は認めなかっ
た。【考察および結論】TKAにおける大腿骨com－
ponentの設置は現在大腿骨後穎軸に対し外旋3。を
指標に骨切りを行っているが、術前CT評価を行い
個々の形態を考慮に入れて骨切りを行う必要がある
と考える。
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（Purpose］　There　were　various　of　English　literatures
about　the　shape　of　facet　j　oint　（FJ）　in　patients　with　lum－
ber　degenerative　spondylolithesis　（DS）．　The　purpose
ofthis　study　was　to　use　computed　tomography　（CT）　and
plainroentgen　to　evaluate　lumber　spinal　morphological
character　ofpatients　with　DS．
（Subjects＆methods］　54　patients　with　degenerative
spondylolithesis　（DS　group）　were　compared　with　those
35　patients　without　DS　（WDS　group）．　Degenerative
spondylolisthesis　was　defined　as　an　anterior　slip　ofL4　on
L5　of　50／o　or　more　as　seen　in　the　lateral　radiograph　of　the
lumbar　spine　in　the　neutral　position．　Measurements　of
variables　include　two　different　dimensional　planes　of
facet　angle　sagittal　plane　（SP）　；　oblique　plane　（OP）　and
lamina　angle　（LA）　which　were　measured　by　the　CT　and
lai roentgen　in　two　groups　before　an　operation．　Spi一
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